
【ハイムガーデン東川口】
ＩＣＴ導入成果報告

【認知症対応型共同生活介護】の導入事例紹介



設立年

２００７年度

従業員数

２３名

利用者数

１８名

住所

川口市戸塚南２－８－９

施設概要



導入前の課題

記録作業の効率化 情報共有の簡易化

記録に時間がかかり、

利用者との余暇時間が確保
できない

記録の文言が統一
されておらず
分かりずらい・・・

外国籍従業員が
記録を取れない



ソフトウェア名 すぐろくtablet

通信環境 全館無線

データ保存様式 クラウド型

利用端末 タブレット：４台
ノートパソコン：２台
デスクトップ：１台

導入した介護システムの概要



導入スケジュール

内容月年

検討開始、ソフトウェアの検討・決定１２月令和４年

アドバイザー派遣１１月令和５年

テスト導入２月令和６年

本格運用開始４月



ＩＣＴ導入・利用状況①

利用する職員ソフトウェア名ＩＣＴ化
（〇／×）

個別名業務範囲

管理者/ケアマネ/計画作成担当者ワイズマン○利用者基本台帳

直接介護業務

管理者/ケアマネ/計画作成担当者ワイズマン○アセスメント

管理者/ケアマネ/計画作成担当者ワイズマン○ケアプラン

全職員すぐろくtablet○介護記録

×各種チェック表

×家族への連絡

ケアマネ/計画作成担当者ワイズマン○モニタリング

ケアマネ/計画作成担当者ワイズマン○各種会議録



ＩＣＴ導入・利用状況②
利用する職員ソフトウェア名ＩＣＴ化

（〇／×）
個別名業務範囲

×職員間チャット

間接業務

×スケジュール共有

×掲示板

×勤務表

×業務マニュアル

×事故報告

管理者ワイズマン○請求管理
財務

管理者ワイズマン○入金管理

管理者スマイルV〇職員基本台帳人事労務管理
支援

×出退勤管理



ＩＣＴ導入後の運用方法

• 写真付きで利用者の状況を
記録

• タブレットへの記録漏れがな
いよう、チェック表を活用
（タブレットへ記録したら色付
け）

• PCにて入力漏れがないか、
定期的に確認

↑使用しているタブレット入力画面

タブレットでの介護記録 チェック表

↑ 実際に使用しているチェック表



• 導入前：午後１～２人に対して５分ほどの散歩のみ。
• 導入後：散歩が好きな利用者と一緒に近くの郵便局や薬局へおでかけ。

利用者との余暇時間

• 導入前：１時間の休憩はあるものの、ゆっくり座れる時間もなかった。
• 導入後：一括入力で記録ができるようになったため、落ち着ける時間帯が増えた。

夜勤者の休憩時間の確保

• １８人分の紙媒体の記録（１年間でダンボール５箱分）が現在ゼロになった。

紙の削減

ＩＣＴ導入時による成果



苦労した点

工夫した点

①苦手な職員は、タブレットに触ることもしてくれなかった。
②思っていたよりも画面が小さく、文字が見にくかった。

①実際に操作している様子を見てもらうことやスタッフ同士
の声掛けで、抵抗感をなくした。
②端末の設定を変更し、現場で使いやすいように適宜対応。

導入時に苦労した点・工夫した点



・今では記録の一括入力や写真による
記録が当たり前になっている。

・タブレットでの作業がルーティン化して
いるため、以前の紙媒体には戻れない。

ＩＣＴ導入後の感想

・タブレットでの記録に慣れたことで記
録時間の短縮を実感している。
・一方で、タブレット画面に集中しすぎ
ていることや記録漏れは今後の課題

【施設長】 【介護職員】



お問い合わせ先

導入事例に関してお問い合わせいただく場合は、事業所に

直接お問い合わせください。

連絡先 ０４８－２９０－５３８５


